
 
 

（都）袋井駅森線の街路整備について 

 

 

1 要旨 

 （都）袋井駅森線（県道袋井春野線）は、県道との交差点が２つ近接しているため、交通量の

増加による渋滞の発生や、県道掛川山梨線での通学児童への危険性が危惧されている。（図１） 

このため、静岡県袋井土木事務所では、この２つの交差点を含む（都）袋井駅森線の整備を、

平成 26年度から本格実施する。 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 整備方針について 

平成 26 年度から（都）袋井駅森線に加え（都）山梨中央通り線の整備を、県・市連携協力し

て一体的に整備することによって、２つの交差点を集約し、自動車交通の円滑化と歩行者への

安全確保を図る。 
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都市計画道路袋井駅森線 

施行主体：静岡県 

施行延長：L=430ｍ 

図２ 街路の施行主体と整備区間について 

図１ 交通渋滞の発生状況と現況の交差点について 
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渋滞の発生状況 

都市計画道路 

山梨中央通り線 

施行主体：袋井市 

施行延長：L=330ｍ 


